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SYNOPSIS; Backscattering coeficients and depolarization rates of aerosols in the

;roposphere and stratosphere observed with multiwavelength　ユaser radar are presented,

人為的な原因による地球環境の破壊の恐れが指摘されて久しいが､最近､グローバルな気候の変

動に対する2酸化炭素などの影響や､オゾンの減少に対するフロンガスの影響などが､社会的問題

とされるに至ったO　福岡大学では､特に､気候変数に影響し得ると考えられる大気微量成分(エア

ロゾル,オゾンなど)や高層雲の光学的静特性とその変動を詳細に諦査するため､レーザーレーダ

ーシステムを建設し､予備的な観潮を開始した｡将来自助革に搭載して移動観潮を行うために､シ

ステムは小型軽量化を心がけたが､拠点観潮用として50c m以上の大型受信鏡の導入をも予定し

ている｡

今回は､対流圏から成層圏にかけてのエアロゾルの､高度による光学鞄特性の変化を諦べるため

に､多波長(1064, 532, 355, 600-650　n皿)および轟光解消度測産を行い､その結果を報告するO

下層のエアロゾルについて披､比較のために光学及び電子顕微鏡による観察を行う予定である.

観測を開始したレーザーレーダーのシステムの概要は下表の通りである｡

Transmitter

Laser Nd-YAG Laser Dye Laser

Wavelength(nm)　　　　　　　　1064　532　355　　　550-700

0utput EnergyUJ/pulse)　　　650　　300　125　　　　<70

Pulse Repetition Rate(pps)　　　　10

Beam Divergence!皿rad)

Receiver

Telescope Diameter(ci)

Field of view(mrad)

Fiユter Band好idthu血)

Photo皿ultiplier

Signal Detector

Separation from Laser

10

30(Cassegrain), 30(Newtonian)

<10
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20-60円Hz Digital Storage Oscilloscope

1024ch Multichannel Anaユyser

variable
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